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1 )ウイルス及び細胞 VZV はOka及びKawaguchi株が用い，ウイルスの増殖にはヒ ト胎児繊維芽
細胞 (HE F)を用いた。又7 ウス細胞 (LT K-)をVZVでbiochemicaltransf ormさせた細胞
uαcl 3， 13， 33， cJ(附cl1，2， 3を用いた。
2) VZV-DNAのクローニング VZV (Oka株)のDNAをウイルス粒子より精製しSstl，Hind 
Eで切断しPU C12にてクローニングを行った。又クローニングされたSstlのG断片を更にAcclで
切断しDNAL断片のクローニングを行った (pkA-5 H)。
















2)マウスL(O)cl3細胞中のRNAを抽出しNorthernblot LPst一C，Hind ill-D及びpKA-5 H D 
NAクローンとのhybridizeさせた結果Pst-Cとは4種の， Hind il -Dとは 3種の， pKA-5 H 
(VZVのgplをコードしている)とは2層のRNAが反応した。いずれのRNAもVZV感染HE
F細胞中にも見いだされた。
3) L(O)cl3細胞とgp1， I， lVと反応するMcAbと反応させ蛍光抗体法で抗原の有無を検索した結果
gp 1のMcAbのみが反応した。

















(3) 3 --4 %の細胞がVZV一糖タンパクgp1を発現していることが蛍光抗体法及びSDS-PAG
Eにて見出された。
以上の結果よりVZVはマウス細胞ではabortiveな感染をおこしbiochemicaltransf orm細胞で、は
ウイルスDNA，RNA はlyticな感染とほぼ同様に見出されるが，ウイルスタンパクは完全には発現さ
れていないことが判明した。このVZV感染系はVZVの潜伏感染の機構をinvitroレベルで解析する
ための有用な系となりうる可能性がある O
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